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関 ..6』寸冒係 法
政 令
0住宅金融公庫法施行令等の 一部を改正する
政令（3 66) 11・ 2
（注） 住宅金融公庫の 貸付金の うち， 一部で利率が
引き上げられた。
0所得税法施行令の一部を改正する 政令
(3 69) 11・ 4
（注） 通勤手当の支給状況等に顧み， 通勤手当につ
いての所得税の 1 月当り非課税限度額が引き
上 げられた。
規 則
0 人事 院規則17- 0 （管理職員等の 範囲） の
一部を改正する 人事 院規則
（ 人事 院17一0 - 10) 1 1・3 0
一示＆ロ
o国家行政組織法の規定に基づき昭和62年10
月1 日現在の国の行政機関の組織を告示
（総務庁70) 11・11
諸 議
ふ一A
昭和62年度第9国入学試験管理委員会・第7回入学者
選抜方法研究委員会の合同委員会（ 11月17日）
（審議事項）
( 1) 昭和63 年度富山大学学生募集要項（追加） （案）
について
第4回大学院委員会（ 11月20日）
（審議事項）
( 1) 昭和63 年度富山大学大学院理学研究科 （修士課
程） 及び工 学研究科 （修士課程） 第2 次学生募集
要項について
第9固評議会 ( 11月20日）
（審議事項）
(1) 昭和63 年度富山大学学生募集要項（追加）につ
いて
(2) 昭和63 年度富山大学教育専攻科 及び経済学専攻
科 学生募集要項について
第7回事務協議会（ 11月2 6日）
（議 題）
( 1) 当面の諸問題について
第4回入学者選抜方法研究委員会専門委員会
(1 1月27日）
（議 題）
(1) 入学者選抜方法の改善に伴う昭和62年度以降
（ 第6期分）の調査研究事 項について
(2) 今後の方針について
昭和62年度第3回附属図書館商議会（ 11月27日）
（審議事項）
(1) 次期附属図書館長候補者の選定方法 及び日程に
ついて
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人 事 異 動
異動区 分 ｜ 発令年月日 ｜ 氏 名 異動前の所属官職 異 動 内 容 任命権者
退 職 I 62 . 12 . 1 I窪 田 義 秀 ｜ 臨時用務員（経理部主計課巡視） ｜ 昭和畔 11 月30日限り退職した ｜ 富山大学長
（任用係 ）
学 内 諸 報
文部省永年勤続者表彰について
このことについて， 11 月23 日 付けで， 本学の次の方
々が文部大臣から表彰され， 11月24日事務局長室にお
いて事務局長から伝達きれました。
間属図書館事務長 高木 行則
施設課課長補佐 富田 龍二
020 年勤続表彰
庶務部 人事 課長 中川 忠
渡航の種類 所 属 職 氏
海 外 渡 航 者
名 渡 航 先 国
外 国出 張 工学部 助 手 田 代 発造 中華 人 民共和国
目 的
第1 回日中精密機械工学国際
シン ポ ジ ウムに出席及び中国
における精密工学の現状視察
と研究資料の収集
昭和62年度全国公務員レクリエーション
共同行事富山地区車球大会
（任用係）
期 間
62 . 1 1 . 1 
62 . 1 1 .  8 
（学事 調査係 ）
昭和62年度全国公務員レクリエーション共同行事 富
山地 区卓球 大会が， 去る11月27日 掛富山県総合体育セ
ンターにおいて開催されま した。 今大会には11事 業所
からはチームの参加があり， 本学からはA, Bの2 チ
ームが参加しま した。
林署チームに勝ち優勝， Bチームは， 3 位決定戦で措
しくも敗れ4位となりました。
A, B チームとも， 予選のリーグ戦に勝ち， 決勝ト
ーナメント戦へ出場し， Aチームは， 決勝戦で富山営
なお， 成積は次のとおりです。
優 勝 富山大学Aチーム
次 勝 富山営林署チーム
3 位 富山医科薬科大学Bチーム
（職員係）
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学内レクリエーション
〈昭和62年度教職員文化展〉
富山 大学レクリエーション委員会， 文部省共済組合
富山 大学支部共催で， 昭和6 2年度教職員文化展が次の
とおり開催されました。
開 催 日 11月4 日附～1 1月 6 日（1fil
場 所 学生会館
展示作品 華道 班
手 芸 班
書道 班
絵画 班
写真 班
盆景 班
2 0点
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占山
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－ょ
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2 点
（職員係 ）
準優勝 教 養 部（ 田 中昇， 泉， 堀口， 大西）
位 庶務部B （岡田， 松井， 草島， 中島）
個 人戦
慶二（学生課）
泉 三郎（教養部）
松 井 博 文（庶務部）
岩城廃光（人文学部・理学部）
（職員係）
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〈麻雀大会〉
本学レクリーエション委員会娯楽部会麻雀 班主催に
よる昭和6 2年度麻雀 大会が， 去る11月19日（木）富山 大学
職員会館で実施されました。
なお， 成 績等は次のとおりです。
参加人員 13チーム 5 2名
試合方法 東北半荘4回戦（半荘45 分打切）
入 賞者
団 体戦
優 勝 施 設 課（富 田， 福山， 村中， 吉野）
充（工学部）
豊正（工学部）
勇（理学部）
井原
畠松
山
j酉勝
勝
位
優
次
3 
〈将棋大会〉
本学レクリーエション委員会娯楽部会将棋 班主催に
よる昭和6 2年度将棋 大会が， 去る11月28日仕）富山 大学
職員会 館で実施されました。
なお， 成 績等は次のとおりです。 （職員係 ）
教育学部チーム
本部チーム
教養部チーム
〈車球大会〉
1 . 団体の部
優
位
勝
2 
本学レクリーエシ ョン委員会体育部会卓球 班主催に
よる昭和6 2年度卓球大会が， 去る11月21 日仕）富山 大学
第 2 体育館で実施されました。
成績等は次のとおりです。 3 
4 
なお，
昭和62年12月l日発行
2. 個人の部
(1） 男 子
優 勝 森 田 義目lj （工学部）
�品号ー
2 位 武本 光雄（人文学部・理学部）
3 位 西垣 登（本部）
報 第289号
(2）女 子
優 勝 石黒 世志 子（附属図書館）
2 位 長谷川 美香（教養部）
3 位 中波憲 子（工学部）
（職員係）
〈バドミントン大会〉
本学レクリエーション委員会体育部会バドミントン
班主催による昭和62年度学内バドミントン大会が， 去
る11月28日 （十）約75名の参加者を得て富山大学 第 3 体育
館で実施きれました。
なお， 成績は次のとおりです。
優 勝 本部チーム
次 勝 工学部チーム
3 位 教育学部チーム
教養部チーム
（職員係）
教育学部附属幼稚園創立100周年記念式典を挙行
教育学部間属幼他国は， 去る11月6 日制午前10時か
ら附属学校共用棟多目的ホールで創立 100 周 年記念式
典を挙行した。
式典には， 富山 大学関係者， 富山県教育委員会関係
者， 元附属幼稚園職員， 同窓会 及び父兄等約200 名が
出席し， 中谷園長め式首·f'， 大井学長及び野村教育学部
長の挨拶があり， 来賓の祝昨に続いて永 年勤続者の表
彰， 元職員等への感謝状の贈呈があり， その後， 附属
幼稚園クリーンコーラス部による 100 周 年記念の歌の
披露や園児のよろこびの歌の合唱があって， 厳粛の中
にも和やかさがただよい終了した。
記念式終了後富山 第一ホテルで祝賀会が開催され，
前記コーラス部による合唱で始まり， スピ ーチや歓談
が繰り広げられ， 和やかな雰囲気で盛会裡に終了した。
（教育学部）
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昭和62年度外国人留学生懇談会開催
11月20日 幽富山県職員会館において， 本学に在学す
る外国 人留学生・ 外国 人研究員と大学関係者とが懇親
を深め， 併せて留学生間の交流を図ることを目的とし
て， 学長主催による懇談会が開催されました。 この会
には外国 人留学生13名， 外国 人研究員2名， 学部派遣
留学生 （帰国者） 1 名に， 大学側から学長， 学生部長，
各学部長， 国際交流委員会留学生部会委員， 指導教官
及び事務局長ほか本部役職員が出席 し盛大に行われま
した。 大井学長から健康に留意し初期の目的を達成さ
れるよう激励の言葉があり， 学生課長によって出席 者
が紹介され懇談に移りました。 中国， 韓国， マレーシ
ア， ボリビアの 4 か国が一堂に会し国際色豊かな中，
終始和やかな雰囲気のもとにそれぞれ日 本における生
活体験を主に活発な意見交換があり， 予定の2時間が
短かく感じられる程でした。 最後に学生部長から閉会
の挨拶があり名残りを惜しみながら散会しました。
（教務係）
寄 稿
カナダN RC 
望みが叫ってオタ ワにあるカナダ国立研究所（NR
C） で共同研究をする機会を得た。 時期もよく， 涼し
い夏を過すことができた。
NR C分析化学部門のスタッフのうち， 何 人かの名
前には馴染みがあったが， 会うのは初めてであった。
ボスの Berman博士の両腕で優れた仕事をしている
Sturgeon, McLaren両博士が30オ代の若い研究者で
あることを知り， 驚いた。 研究スタップが 6 人， テク
ニカルスタッフ 7 人， 圏内・ 外からの共同研究者 3 人，
サマースチューデントl 人， 秘書 1 人が私が訪れたと
きの全メンバーで、あった。 NR C分析化学部門は囲内
はもとより国際的にも， 超微量成分分析の研究に関し
て指導的な役割を果している。 スタッフの充実もきる
ことながら， 設備や装置も一流である。 超微量成分を
分析するに当って一番問題となるのは， まわりの環境
からの試料の汚染である。 このために清浄な実験室，
クリーンラボ， は欠かせない。 NR Cのクリーンラボ
は二段構えになっており， 測定室である前室でクリー
ン度 （ 1 立方フィート当りの0 .5µm以上 の大きさの
塵の数 で表す）が 102レベル， その奥の試料調製室で
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理学部助教授 田 口 茂
数 10であり， その中に備えてあるクリーンベンチでは
当然Oに近い値である。 外界では 10sレベルであるか
ら， 外からの汚染がほぼ完全に遮断きれていることが
わかる。 他の研究所， 大学の研究者によるこのクリー
ン設備の視察が私の滞在期間でも数 グループあった。
勿論室内に入ることはなし ガラス越しの視察であっ
た。 幸い私は， 滞在期間中この設備を自由に使わせて
いただいた。
富山大学の研究室では汚染のためにできない研究が
沢山あることを思い， 羨望の念を抱いた。 測定装置に
ついても同様で、ある。 世界で 第1号の超微量成分用の
質量分析計(ICP-MS） をはじめ， いくつかの最先端
の測定機器が備えられていた。 これらの設備， 装置は
すべてテクニカルスタッフ達によって管理されており，
いつもベストコンディションで稼働するようになって
いfこ。
私の研究については， 2ヶ月の短い滞在期間に効率
よく研究が進むように， スタッフと長期滞在中の岡山
大学の中島博士がアレンジしていてくれたので非常に
スムーズであった。
昭和62年12月1日発行 学
有害元素の一つであるヒ素は． 汚染のない環境水中
ではµg/Iあるいはそれ以下の非常に薄い濃度である。
しかも， ヒ素は無機のイオンとしてばかりでなく， 有
機態としても存在する。 一般に， 元素はその存在状態
によって毒性その他の化学的挙動が若しく異なること
が知られているので， 全濃度のみならず状態別の分析
法の開発が必要となっている 超微量成分を状態別に
分析することは寄易ではなし、。 私のテーマは， さまざ
まの形で水中に存在するヒ素をそのままの形で， 現在
の測定法で測定可能な濃度にまで濃縮する方法を開発
することであった。 最終的に， 閉じプ ロジェクトの他
の研究者が濃縮された試料を状態別に分析する予定で
あった。私は滞在中に目標にほぼ達することができた
が， 最終的な分析結果は， iHIJ定装置の故障が起きて滞
在中には見届けることはできなかった。
夏はバケーションの季節である。 バケーションと言
えば旅行である。 NR Cのスタップも交代でバケーシ
ョンをとり， 1 ～ 2週間程度の旅行を楽しんでいた。
同じ場所に長期間とどまるのが彼らの大低の旅行のよ
うである。目的地を聞いて “面白い所か？” とたずね
ると九、や別に ・・…一一リラックスするだけ” とあっき
りした答えが返ってきた。日本人の1～2週間の旅行
と言えば， 圏内どころか海外にまでおよぶ。 旅行案内
を片手にあちこち気ぜわしくめぐり歩き， 遊ぶことさ
えリラックスできない私達とカナダの人達とは大違い
である。カナダではホテル代は人数が増えても一人分
とあまり変らない。 高速道路も無料なので安い料金で
旅行を楽しむことができる。 日 本て＼ わが家の家族旅
行と言えは、もう一大決心である。 一度出たらすみずみ
まで楽しもうと一生懸命になるのは仕方のないことか
コ
ン
フェデレーション広場の一角。 季節の花
で飾られ美しい。
報 第289号
国会議事堂前での衛兵の交代式， 夏期観光シ
ーズン中毎日行われる。 衛兵のほとんどが
学
生アルバイトと
か。
も知れない。
“オタ ワの夜は危険かγ・ とタクシーの運ちゃんに
尋ねると， 胸を張って “安全き” という返事であった。
たしかに， オタ ワの街は短い夏を楽しむ， 家族連れ，
カッフ。ル， 旅行者で夜遅くまで賑わっていた。街中を
流れるリドー運河の岸辺は野外演奏の会場であり， 大
道商人の店が並ぶところでもある。どっしりした中世
ヨーロッパ風のホテルや国会 議事堂もあるこの界隈を
散策するのが私の楽しみのひとつであった。 高いオフ
ィスヒ、ルや閉店後の商店の明りがいつまでも点ってい
て， エネルキ一大国の片鱗をうかがうことができた。
かつて， アメリカ， アリゾナ州のツーソンに滞在した
とき， 田舎町にもかかわらず夜の街を歩くことはほと
んどなかった。 “危険で、ある” と言うのが友人達から
の忠告であった。オタ ワでの日が経つにつれて， 覚醒
剤常用の若者達や， 通行人に小銭を請う乞食や， 屑龍
を漁る老人が目に付くことになった。 将来， このよう
な 人達がもっと増えて， やがて “危険” な街になるの
で、はー…・と心、自己になった。
7 -
昭和62年12月1日発行 声凶寺・
自然も， 街も， 人々もゆったりしているカナダを夜、
はすっかり気に入った。もう一度訪ねてみたい。その
ときまで， 余り変って欲しくない気持である。
砂 筆者は， 文部省短期在外研究員として， 昭和62年
報 第289号
7 月10日から昭和62年 9 月9 日まで 2 ヵ月間「水中
微量成分の定量に関する研究」のためカナダ国立研
究所へ出張され， このほど帰国されましたので， 特
に寄稿を依頼したものです。
海外教育事情視察に参加して
このたび文部省海外教育事情視察団の一員として24
日聞の海外研修旅行に参加し， 去る11 月14 日全日程を
無事終えて帰ってきました。 訪問国は主視察国東 ドイ
ツ・スイス・ アメリカ合衆国 （メリーラン ド州， カリ
フォルニ アチトし）従視察国はイギリス・西 ドイツ， フラ
ンスの 6ヶ 国で，各国都市に 1 ～ 4 泊の短い滞在でし
た。 学校訪問国は， 東 ドイツ （ライブチヒ） スイス
（ブルク ドルフ市） アメリカ合衆国（ボルチモ ア） で
した。学校訪問は， 養護 学校， 特殊学校， 普通学校と
平均して 見ることが出来ました。 訪問校は各国各地 方
で力を入れている模範的な 学校だったと思います。
ロン ドン （イキリス） 2 泊。 ウエストミンスー寺院，
ロン ドン塔， ロン ドン橋， 学園都市オックスフォー ド，
シェークスピ アの生地 ， 英国大博物館を見学しました。
カールマルクス学校の冗童
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イギリスの 人たちの願望， 大英国の永 年に渡る執念と
でも言おうか， その栄光と繁栄の裏に見えた気がしま
した。
ライブチヒ （東 ドイツ）。第2 訪問国の東 ドイツあた
りでようやく教育事情視察の旅にもやっと慣れて きま
した。 東 ドイツの入国検問所では， 入国審査と同時に
パスの荷物検査など緊張した時聞が続き， ベルリンの
壁の厚きを痛感しました。 何から何まで監視されて不
安な世界と， 自由を認められた清潔な世界が， こんな
にも違うものかと思い知りました。 ライブチヒに 4 泊。
工業都市カールマルクスシュタット， 学術都市 ドレス
デンを見学。 美しい自然と歴史や芸術の重厚さに嘆息
の連続でした。最初の学校訪問， カールマルクス学校
( 11～12 年生） 心暖まる気さくな接待で和やかな中で
話し合いが出来ました。子供達と先生の姿を見ている
と， 生き生きとした総合技術学校の活動から感じとる
ものが多かったようです。東 ドイツの教育システムの
基本的な姿勢が大枠ながら把握できました。
フランクフルト （西 ドイツ） 2 泊。 ハイテソレベルク，
フランクフルト市 （ゲーテハウス他）ネッカ川の向い
の小高い丘の南側斜面に住宅が点在しています。 遊覧
船や貨物船も見ることが出来ました。古城の周辺の景
昭和62年12月1日発行
観はこの街を一望でき素晴しい景色でした。
品同寺ー
ベルン （スイス） 3 泊。 24日閉め研修日の中で誰も
が晴天を願っていたのはこの日です。 11月1日登山電
車の中からスイスアルプスの首峰， ユングフラウ ・ メ
ンヒ， アイガーの峰が見えた時は歓声が挙がりました。
北面の眺めは白い雪を頂いた高山がさながら島々のよ
うに広がり絵葉書きの写真のようでした。 どこを見て
も素晴しく美しく退屈せず景色を眺めつづけました。
ブルクドフ市、 ペスタロッチ小学校参観（高学年 5
年生～9 年生）屋内体育館（室内プールと施設を見学）
ペスタロッチが直接に教勉をとった教室の見学， シュ
ロスマット小学校訪問， 身体障害者の教育センター訪
問， ペスタロッチの教育， 触る→考える→作るの教育
原理を生かした教育， 労働， 手作業の指導がなされて
いました。
パリ（フランス） 3泊。 歴史と芸術の都ボンジェル，
パリ， コンコルド広場， ルーブル美術館， ノートルダ
ム寺院， ベルサイユ宮殿， エッフェル塔， 芸術家たち
の筆を走らせるモ ンマルトの丘を見学しました。 急に
若返ったような気分になりました。 パ リは古〈良き時
代の造物がこの街に限りなく多く， そして豊かな愛情
をパリに築きあげています。
ボルチモア（アメリカ合衆国） 4 泊。 市教育委員会
の施設を見学， コンビューターを導入， 生徒の能力，
適性， 興味など伸は、す学校の学習， 生徒一 人一 人の成
績をコンビューターに入れて個人差に応じた個別指導
報 第289号
が盛んになっています。 9 校もの訪問校を得ることが
出来， 班毎に視察， 心ゆくまで説明を聞き， 子供たち
との交流を深めました。 シティープリング小学校では，
子どもの代表の挨拶「こんにちは」 「ょうこそ」には
大いに感激し， 校長先生の誠実味のある説明， 校舎内
は私たちの歓迎で美しく飾られていました。
1 1月10日， 日本を離れて初の問。 昨日の暖かきは姿
を消し， 一転して晩秋の肌寒い日となりました。 11月
11日， 初雪積雪 20センチのため飛行機が離陸 できず，
ワシントンに泊ることになりました。
サンフランシスコ， 1 泊。 ダレス国際空i巷を後に快
適なアメI｝カ合衆国横断 ， サンフランシスコ離着。 全
門橋， チャイナタウン， サンフランシスコの夜景の見
学。 日本 人旅行者が多いことに驚くと共に， 何か考え
させられるものがありました。 本当によい旅をさせて
いただきました。 たくさんの 人々と心温かなふれあい
を得ることが出来ました。 心からお札と感謝を申し上
げます。
惨 筆者は， 昭和6 2年度国立大学・学部附属学校等教
官海外教育事 情視察派遣者として， 昭和62年10月22
日から昭和6 2年11月4 日までの24日間主視察固とし
て東ドイツ， スイス， アメリカ合衆国（メリーラン
ド州） へ 外国出張されましたので， 特に寄稿を依頼
したものです。
シティープリング小学校児童の歓迎のダンス
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職 員 消 息
〈新任者作所〉
理学 部
助 教 授 庄 子
（雪氷学）
助 手 大 石 雅 蕎
（レーザー
物理学）
《住所変更〉
事 務局
事務補佐員 佐 藤 優 子
（情報処理
センタ一）
人文学部
教 授 吉 田
（ドイツ語学）
清
教育学部
文部事務官 竹 内 由 利
（学 務 係）
事務補佐員 藤 井 和 美
（附属第二係）
経済学部
助 教 授 森 岡
（経 営 学）
〈改 姓〉
事 務局
裕
事務補佐員 佐 藤 優 子（旧姓 藤井）
教育学部
文部事務官 竹 内 由 利（旧姓 大山口）
事務補佐員 藤 井 和 美（旧姓 森川）
主 要 行 事
1 0日 入学試験に関する高等学校との懇談会
本 部｜ 第 3 回学寮補導委員会
11～12日 国大協第81回総会（於：学士会館）
11 月2 日 第 8回総合大学院検討委員会自然科学部会 文部省会計 実施監査
会計 係長会 議 12日 東海・北陸地区国立学校等管理事務協議会
5～ 6 日 第 8回国立大学等研究協力部課長会 議 （於：岡崎共同利用研究機構）
（於：豊橋技術大学） 第 8回補導協議会
第69回東海・北陸地区国立大 学学生部部課 第4回授業料等減免選考委員会
長会 議（於：富山医科薬科大学） 1 3 日 第45回東海 ・ 北陸地区国立学校等庶 務部課
9 日 第2団体育部会 長会 議（於：岡崎共同利用研究機構）
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国大協第48回事務連絡会 議
（於：学士会館）
固有財産事務担当者連絡会 議
16～21日 推薦入学， 帰国子女及び社会 人特別選抜願
書受付
17日 構内交通対策委員会
第7 回入学者選抜委員会 及び 第9 回入学試
験管理委員会の合同委員会
17 ～18日 北陸 地区大学課外活動担当者研修会
（於：称名荘）
18日 国際交流委員会学術交流部会
19日 学内麻雀大会
20日 第 4 回大学院委員会
第9 回評議会
外国人留学生工場見学会
外国 人留学生懇談会
21日 学内卓球大会
24日 第28回文部省共済組合北陸 地区事務打合せ
学生部懇話会 （於：星稜女子知大）
第 4 回学寮補導委員会
25日 昭和6 2年度日本育英会 奨学金返還説明会
26日 部課長会 議
第7団事務協議会
27日 R 連盟卓球大会（於：県総合体育センター）
28日 学内パトミントン大会
11月4 日 新校舎設 計に関する打合せ会
5 日 係長連絡会
1 1日 施設委員会
教授会
人事 教授会
1 2日 文部省会 計実地監査
16～ 21日 帰国子女及び社会 人特別選抜の願書受付
19日 紀要委員会
25日 教授会
人事 教授会
人文科学研究科委員会
27日 事務連絡会
報 第289号
教 育 学 部
11月 4日 教務委員会
附属養護学校体験入学
6 日 情報教育課程設置準備委員会
附属幼稚園創立100週年記念式典
9 日 入学者選抜方法検討委員会
11日 文部省会 計実地監査
教授会
11～17日 附属養護学校， 附属幼稚園入学（園）願書受付
13日 日本教育大学協会学長 ・学部長等連絡協議
会 （於：東京都）
内科検診
18日 人事 教授会
18～20日 全国国立大学附属学校連盟副校園長会研究
会 及び全国国立大学附属学校管理運営等協
議会 （於：大阪市）
24日 附属小学校創校110周 年記念式典
26日 教育実習運営協議会
27日 職業補導委員会
11月 4 日 改組経過報告書作成委員会
6 日 定期健康診断 （内科診察，尿検査，血圧測定）
9 日 将来構想検討委員会
文部省会 計実地監査
人事 教授会
教授会
16～ 21日 経済学部推薦入学， 帰国 子女及び社会 人特
別選抜願書受付
11日
19日 入学方法検討委員会
21～23日 第34回日本学生経済ゼミナール富山大学大
t』
:z:;; 
24日 施設整備委員会
25日 教務委員会
人事 教授会
教授会
27日 昭和6 2年度秋季国立11大学経済・経営学部
長 及び事務長会 議 （ 於：富丘会館）
30日 財務委員会
句Eム
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附属図書館
11月 5 日 係長連絡会 11月
11日 教授会 5 ～6 日 昭和6 2年度北信越地区国立大学図書館研修
理学研究科委員会 会（於： 信州大学附属図書館）
人事教授会 11日 文部省会計 実地監査
12日 文部省会計 実地監査 16日 係長事務打合せ会
16～21日 帰国 子女及び社会人特別選抜の願書受付 16～21日 昭和6 2年度漢籍担当職員講習会（中級）
18日 学科主任会 議 （於： 京都大学人文科学研究所）
27日 事務連絡会 17臼 防火訓練
富士通S Eとの打合せ会（図書受入）
18 ～19日 昭和6 2年度北信越地区国立大学附属図書館
学 部 ｜
事務（部・課）長会 議（於：新潟大学附属エ
図書館）
19日 ワーキンググループと富士通S Eとの打合
11月4日 i皿目ヲ入～d云b 、f又TL貝巨� せ会
9 日 事故調査委員会 24日 係長事務打合せ会
11日 文部省会計実地監査 25日 北陸 地区国立大学図書館会計 担当者会 議
13日 工学研究科委員会 （於： 富山大学附属図書館）
教授会 27日 第3 回商議会
16日 事故調査委員会
19日 選考委員会
25日 改革検討委員会 トリチウム科学センター
事故調査委員会
教 養 部
11月
11～12日 文部省会計実地監査
20日 機種選定委員会
25日 将来計画ワーキンググループ会 議
11月6 日 紀要委員会
11日 教授会
1 2日 文部省会計実地監査
18日 施設整備委員会
視聴覚教育委員会
補導委員会
25日 推薦委員会
予算委員会
保健管理センター
ll月13日 臨時健康診断（在来生合宿研修スキー講習
会参加者）
健康診断（教育学部職員， 男女）
18日 臨時健康診断（在来生合宿研修スキー講習
会参加者）
25日 臨時健康診断（在来生合宿研修スキー講習
会参加者）
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11月1 2日 主事候補者選挙
教授会
13日 授業料等減免選考委員会
19日 間学式準備委員会
27日 昭和6 2年度国立知期大学協 会 第 2 部会
（於：東京都）
く〉訂 正（おわび）
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fミ向ーーン、 J、 訂正箇所 Z呉 正
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。 退斤， 退室の際には， 戸締りの徹底・電気， ガス
の消し忘れ， タバコの吸殻の後始末に十分注意し，
盗難の防止・火災の予防に心がけましょうグ
。 電気，ガス，水の省エネ・省資源に協力しましょう．グ
。 積雪・凍結時の自動車等の運転は， 極力取り止め
ましょう／／
。 積雪時は， 構内除雪の障害とならないよう駐車に
注意しましょう．グ
。 構内での自動車等の運転は， 教育 ・研究に支障を
来さないよう安全運転に努め定められた交通方法，
歩行者の安全及び騒音防止に努めましょう／／
第289号
編 集 富山大学庶務部庶務課
富山 市五福3 1 9 0 
印刷所 あけぼの企画株式会社
富山市住吉町1丁目5 18 
電話（24) 1 7 5 5附
